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日本人にしか聞こえない声

あまりにも早く訪れた猛暑の中、

もう蝉が鳴き始めたという情報も聞

こえてきました。この蝉の鳴き声、

日本人だけが持つ感覚なのかもしれ

ないのだそうです。

【静かさや 岩にしみいる 蝉の声】

は芭蕉の句。【あれ松虫が鳴いてい

る♪】は動揺「虫の声」ですが、こ

の二つ、外国人には真似できない表

現が共通しています。それは虫が鳴

く音を「声」と表現していることで

す。

虫の音を声として聞くことができ

るのは世界でも日本人だけと提唱し

たのは、東京医科歯科大学の脳の研

究者、角田忠信名誉教授。およそ50

年前に発表された古い学説が今、再

注目されています。結論から言いま

すと、虫の音は日本人には声として

聞こえますが、外国人にはノイズ(雑

音)にしか聞こえないそうです。

そもそも人間は耳で聞いた音を脳

で受け止めて認識します。右脳は音

楽や雑音を処理、左脳は人の話す声

を理解する役割を果たしています。

この役割は日本人も外国人も一緒な

のですが、虫の音を殆どの外国人は

右脳で処理、つまり雑音として認識

します。角田教授の著書の中で、外

国人は音に気付いても、それが虫と

は気付いていない人もいるとありま

す。例えば黒澤明監督の「羅生門」

のデジタル版がアメリカで作られた

際に、作品の中で度々聞こえてくる

蝉の鳴き声を編集者がノイズだと勘

違いしてカットしかけたそうです。

ちなみに虫の声以外では川のせせ

らぎとか雨の音も日本人は声として

聞いています。自然の発する音が日

本人には全て意味のある声として入っ

て来る。このことによって日本人の

繊細な感覚や情緒等が育まれたとも

言われますし、同じ雨でもザーザー、

しとしとみたいに擬声語、擬態語が

発達したのではないかという風に言

われています。

では何故、日本人だけなのでしょ

うか。これは母国語がポイントのよ

うで、虫の鳴き声や自然が出す音は

母音(あいうえお)の音の形に似てい

る、母音を言語脳で処理する、つま

り声として認識するので、自然と虫

の音も声として認識していると言わ

れています。日本人はオノマトペが

発達していますが、左脳の言語脳で

理解しているからかもしれません。
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炭素鋼豆知識

鋼の平衡状態図②

変態が起こる要因は温度や

圧力の変化です。しかし、平

衡状態図で扱う鋼(ハガネ)を

含めての合金の場合は鉄のよ

うな純金属に比べて変態の条

件が複雑になっています。温

度や圧力に加えてどういった

条件で変わるかといえば、そ

れは組成というものです。組

成というのはその時の元素の

割合になります。例えば鋼で

いうと炭素の割合、言い換え

ると炭素濃度です。こういっ

た組成と温度と圧力によって

合金の場合は層の状態が変

わります。

気圧(圧力)というのは我々

が暮らしている環境での気

圧で表すので、その時の温

度と組成という二つを縦軸

と横軸にとり、その時の層

の状態がどうなっているの

かを表わしたのが平衡状態

図になります。

鋼の平衡状態図を見てい

きます。炭素と鉄の2種類の

元素の平衡状態図を2元平衡状

態図と言います。横軸に組成

(炭素濃度)、縦軸に温度をとっ

ています。組成の単位はパー

セント(%)です。また、炭素濃

度が鉄に対して重量としてど

れくらいの割合で含まれてい

るかなので、重量としての%に

なります(wt%C)。

鉄においては1つ

をオーステナイ

ト(又はガンマ鉄)、

他をフェライト

(またはアルファ

鉄)と呼んでいま

す。


